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3ページ「Ⅰ 大学概要　2.本学の教育理念と使命　教育理念（1）教育研究上の目的」
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108ページ「Ⅶ 諸規則編　13.附属分子生体膜研究所規程」

【追記】

別項参照　※令和6年3月20日改正

107ページ「Ⅶ 諸規則編　12.附属薬用植物園規程　附則」

附　則（令和6年3月20日）
この規程は、令和6年4月1日から施行する。

107ページ「Ⅶ 諸規則編　12.附属薬用植物園規程　（趣旨）第1条」

この規程は、東北医科薬科大学学則第40第条2項の規定に基づき、

この規程は、東北医科薬科大学学則第40条の3第2項の規定に基づき、

107ページ「Ⅶ 諸規則編　12.附属薬用植物園規程　改正日」

令和6年3月20日改正

（２）大学又は短期大学に2年以上在学し、62単位以上を修得した者

（２）大学に2年以上在学し、62単位以上を修得した者

別項参照

82～83ページ「Ⅶ 諸規則編　1.東北医科薬科大学学則　第2章　教育課程・授業科目・履修方法
別表1-1」

2024年度学生便覧　訂正・追記箇所一覧（医学部）

74ページ「Ⅶ 諸規則編　1.東北医科薬科大学学則　第2章　教育課程・授業科目・履修方法　（履
修単位）第9条」

76ページ「Ⅶ 諸規則編　1.東北医科薬科大学学則　第5章　入学・編入学・休学・復学・退学・転
学・転科・除籍・復籍　（編入学）第22条」

2　薬学部薬学科においては、医療人としての心豊かな人間性と倫理観を持ち、先進的な薬物
療法を探求するとともに疾病の予防・治療及び健康増進に積極的に参画する意識と実践力を備
え、地域に貢献できる薬剤師の養成を主たる教育研究目的とする。

2　薬学部薬学科においては、医療人としての心豊かな人間性と倫理観を持ち、先進的な薬物
療法を探求するとともに疾病の予防・治療及び健康増進に積極的に参画する意識と実践力を備
え、地域医療に貢献できる薬剤師の養成を主たる教育研究目的とする。

＜医学科＞　臨床医学　42単位以上

＜医学科＞　臨床医学　42単位



別表１－１ 医学部医学科カリキュラム配当表

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

1前 1 必 1

1前 1 必 1

1前 1 必 1

1前 1 必 1

東北を学ぶⅡ 1後 1 必 1

東北を学ぶⅢ 1後 0.5 必 0.5

1前 1 必 1

スポーツ科学（体育実技） 1前 1 必 1

1後 1 選必 1

1後 1 選必 1

1後 1 選必 1

1後 1 選必 1

1後 1 選必 1

1後 1 選必 1

ドイツ語Ⅰ 1前 1 選必 1

ドイツ語Ⅱ 1後 1 選必 1

フランス語Ⅰ 1前 1 選必 1

1後 1 選必 1

1前 1 選必 1

1後 1 選必 1

1前 1 必 1

1後 1 必 1

1前 1 必 1

1後 1 必 1

2前 1 必 1

2後 1 必 1

2後 1 必 1

－ 26.5 － 11 12.5 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

1前 1 必 1

1前 1 必 1

1前 1 必 1

1前 1.5 必 1.5

1前 1 必 1

1前 0.5 必 0.5

1前 0.5 必 0.5

1前 0.5 必 0.5

1後 0.5 必 0.5

2前 1 選 1

2後 1 選 1

2後 1 選 1

2後 1 選 1

－ 11.5 － 7 0.5 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

1前 0.5 必 0.5

1後 0.5 必 0.5

1後 1 必 1

4前 1 必 1

1前 0.5 必 0.5

1後 1 必 1

－ 4.5 － 1 2.5 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

1後 1 必 1

2後 1.5 必 1.5

公衆衛生学 2後 1 必 1

2後 1 必 1

3前 1 必 1

医療管理学 4前 1 必 1

法医学 4前 1 必 1

4前 0.5 必 0.5

2後 1 必 1

2前 0.5 必 0.5

3前 0.5 必 0.5

2後 1 必 1

－ 11 － 0 1 0.5 5.5 1.5 0 2.5 0 0 0 0 0

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
単
位
数

必
修
選

択
の
別

1年 2年 3年 4年 5年 6年
卒業要件

基
礎
教
養
科
目

倫理学

心の科学

社会学

東北を学ぶⅠ

文章表現と討議

中国語Ⅱ

数学Ⅰ

数学Ⅱ

医学英語Ⅰ

医学英語Ⅱ

医学英語Ⅲ

哲学

５単位以上選択必修

外国語のⅡを選択する場合は、
必ずⅠを履修していること

経済学

法学

からだと健康

地域支援論

文学

フランス語Ⅱ

中国語Ⅰ

生命科学実習Ⅰ

生命科学実習Ⅲ

科学ライティング演習

漢方医学概論

計算構造化学

医学英語Ⅳ

医学英語論文

小計（27科目）

生命科学Ⅰ

生命科学Ⅱ

生命科学Ⅲ

情報科学

行動心理学

小計（6科目）

社
会
医
学

衛生学

地域・介護・在宅医療学

疫学・医学統計学

医事法学

医療情報学

臨床漢方学

医薬品開発

小計（13科目）

行
動
科
学

医学概論

医療安全・医療倫理学

医療コミュニケーション学

患者安全学

ハンディキャップ体験演習

早期臨床医学体験学習

準
備
教
育
科
目

衛生学・公衆衛生学・疫学体験学習

地域病院体験学習

地域診療所体験学習

地域介護サービス体験学習

小計（12科目）

生命科学実習Ⅱ
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1後 1 必 1

1後 2 必 2

免疫学 2後 1.5 必 1.5

1後 1 必 1

系統解剖学 1後 1 必 1

局所解剖学 2前 2 必 2

神経解剖学 1後 1 必 1

組織学 2前 1.5 必 1.5

発生学 2後 1.5 必 1.5

2前 1 必 1

2前 1 必 1

生理学 2前 3 必 3

神経生理学 2後 1.5 必 1.5

2後 2.5 必 2.5

病理学Ⅰ 2後 1 必 1

病理学Ⅱ 3前 1 必 1

免疫学実習 2後 0.5 必 0.5

医化学実習 1後 1 必 1

解剖学実習 2前 5 必 5

微生物学実習 2前 0.5 必 0.5

組織学実習 2前 1.5 必 1.5

薬理学実習 2後 0.5 必 0.5

生理学実習 2後 0.5 必 0.5

神経生理学実習 2後 0.5 必 0.5

病理学実習Ⅰ 2後 0.5 必 0.5

病理学実習Ⅱ 3前 0.5 必 0.5

－ 34.5 － 0 7 15.5 10.5 1.5 0 0 0 0 0 0 0

3後 3 必 3

3後 2 必 2

3前 3 必 3

3前 3 必 3

3前 3 必 3

精神科学 3前 1 必 1

3前 2 必 2

産科学・婦人科学 3前 2 必 2

小児科学 3前 2 必 2

整形外科学 3前 1.5 必 1.5

4前 1 必 1

麻酔科学 3前 0.5 必 0.5

3後 1 必 1

血液学 3後 2 必 2

皮膚科学 3後 0.5 必 0.5

眼科学 3後 1 必 1

耳鼻咽喉科学 3後 1 必 1

放射線医学 3後 1.5 必 1.5

救急・災害医療学 3後 1 必 1

乳房外科学 3後 1 必 1

臨床検査学 3後 1 必 1

感染症・感染制御学 4前 1.5 必 1.5

臨床薬理学 4前 1.5 必 1.5

腫瘍学 4前 1 必 1

高齢者医学 4前 1 必 1

3後 1 必 1

臨床分子遺伝学 4前 1 必 1

医療薬学概論 4前 1 必 1

－ 42 － 0 0 0 0 18 16 8 0 0 0 0 0

病態学演習Ⅰ 2後 1 必 1

病態学演習Ⅱ 3前 2 必 2

3通 4 必

症候学 4前 4 必 4

4前 3.5 必 3.5

基本的診療技能 4前 1 必 1

－ 15.5 － 0 0 0 1 2 4 8.5 0 0 0 0 0

6前 6 必 6

4後～5後 64 必

6前 8 必 8

－ 78 － 64 14

6前 3.5 必 3.5

統括講義Ⅱ 6後 4 必 4

－ 7.5 － 3.5 4

－ 231 － 19 23.5 18 22 23 20 20 0 0 64 17.5 4

微生物学Ⅰ

微生物学Ⅱ

薬理学

小計（26科目）

臨
床
医
学

呼吸器学(内科・外科)

腎・泌尿器学

循環器学(内科・外科)

消化器学(内科・外科)

神経学(内科・外科)

基
礎
医
学

細胞生物学

医化学

放射線基礎医学

内分泌学・代謝学

栄養・リハビリテーション学

臨床免疫・アレルギー学

救急・災害医療体験学習

小計（28科目）

合計（ 119 科目）

64

地域・総括医療実習

小計（3科目）

統
括

講
義

統括講義Ⅰ

小計（2科目）

4

基礎—臨床統合演習

小計（6科目）

臨
床
実
習

総合診療学演習

診療科臨床実習

前
臨
床
実
習

課題研究



基礎教養
科　　　目

準備教育
科　　　目

行動科学 社会医学 基礎医学 臨床医学 前臨床実習 臨床実習 統括講義 合　　計

卒業要件 19.5単位以上 7.5単位以上 4.5単位 11単位 34.5単位 42単位 15.5単位 78単位 7.5単位 220単位以上



13． 附属分子生体膜研究所規程

平成18年６ 月１ 日制定

平成26年１ 月25日改正
平成28年４ 月１ 日改正

令和３ 年４ 月１ 日改正
令和６ 年３ 月20日改正

（ 趣旨）
第１ 条　 この規程は、 東北医科薬科大学組織規程第11条第５ 項の規定に基づき、 東北医科薬科大学附属分子生体

膜研究所（ 以下「 研究所」 という 。） の組織及び運営に関する事項について定める。

（ 目的）

第２ 条　 研究所は、糖鎖研究を核とし 、医薬連携を更に深め、研究全体の活性化、病態の解明や新薬の開発、様々

な疾患の診断や治療方法の確立といった臨床への応用に結び付けることを目的とする。

（ 構成）

第３ 条　 研究所は、 前条の研究分野に属する次の教室で構成する。

（ １ ） 医学部　 神経科学

（ ２ ） 医学部　 免疫学

（ ３ ） 医学部　 内科学第二（ 消化器内科）

（ ４ ） 医学部　 脳神経内科学

（ ５ ） 医学部　 耳鼻咽喉科学

（ ６ ） 医学部　 臨床検査医学

（ ７ ） 薬学部　 分子認識学

（ ８ ） 薬学部　 機能病態分子学

（ ９ ） 薬学部　 細胞制御学

（ 10） 薬学部　 糖鎖構造生物学

２ 　 研究所の構成員は、 前項の教室に所属する助手以上の教員とする。

３ 　 研究所長が研究上必要と認めた場合は、 前項以外の者を構成員とすることができる。

（ 研究所長等）

第４ 条　 研究所長は、 研究所を代表し 、 研究及び運営を統轄する。

２ 　 研究所に、 研究の指導、 助言を受けるため、 顧問を置く ことができる。

　 　 ３ 　 研究所に、 名誉所長を置く ことができる。

　 　 ４ 　 顧問及び名誉所長は、 学長からの推薦により理事長が任命する。

（ 運営）

第５ 条　 第３ 条第１ 項の各教室の教授は、 各教室を主宰運営するとともに、 研究所長に従って教室間の連携を図

り 、 研究成果を上げるよう 努めるものとする。

（ 予算）

第６ 条　 研究所の経費（ 人件費を除く ） は、 各教室に対する予算及び各種助成金によって支弁する。

（ 事務）

第７ 条　 この規程に関する事務は、 企画部研究支援課が行う 。

（ 改廃）

第８ 条　 この規程の改廃は、 大学運営会議研究推進委員会及び大学運営会議の議を経て、 理事会で決定する。
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附　 　 　 　 則

１ 　 この規程は、 平成18年６ 月１ 日より 施行する。

附　 　 　 　 則（ 平成26年１ 月25日）

１ 　 この規程は、 平成26年１ 月25日から施行する。

附　 　 　 　 則（ 平成28年４ 月１ 日）

１ 　 この規程は、 平成28年４ 月１ 日から施行する。

附　 　 　 　 則（ 令和３ 年４ 月１ 日）

１ 　 この規程は、 令和３ 年４ 月１ 日より 施行する。

附　 　 　 　 則（ 令和６ 年３ 月20日）

１ 　 この規程は、 令和６ 年４ 月１ 日より 施行する。


